
度
の
約
１
・
２
倍
必
要
で
あ
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
介
護
職
員
の
求

人
を
出
し
て
も
、
な
か
な
か
応
募
が
な
い
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
員
が
不
足
す
る
と
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
家
族
の
介
護
負
担
が
増
え
る
こ

と
で
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
が
難
し
く
な

る
な
ど
、
介
護
職
員
が
不
足
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
く
影

響
し
て
く
る
の
で
す
。

人の心に寄り添
う仕事です

経験がなくても
大丈夫

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
通
う
利
用

者
の
一
人
、
相
馬
克
守
さ
ん
。

　

気
に
入
っ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
集
め
や
、

手
先
の
リ
ハ
ビ
リ
を
か
ね
た
塗
り
絵
を
す
る

の
が
趣
味
。
で
き
あ
が
る
作
品
は
鮮
や
か
な

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
特
徴
で
、
職
員
の
皆
さ

ん
に
見
せ
る
の
が
楽
し
み
と
話
し
ま
す
。

　
「
家
に
い
て
も
一
人
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
職

員
さ
ん
と
の
時
間
は
と
て
も
元
気
を
も
ら
い

ま
す
。
も
ら
っ
た
元
気
で
私
も
誰
か
の
力
に

な
り
た
い
で
す
」
と
相
馬
さ
ん
。

　

心
に
寄
り
添
う
介
護
職
の
仕
事
か
ら
、
大

津
町
で
優
し
さ
の
連
鎖
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
あ
な
た
も
誰
か
の
力
に

　

介
護
の
仕
事
は
、
介
護
の
専
門
学
校
を
卒

業
し
て
い
な
く
て
も
、
今
ま
で
に
介
護
職
の

経
験
が
な
く
て
も
、
何
歳
か
ら
で
も
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

経
験
年
数
に
応
じ
て
研
修
制
度
が
あ
り
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

介
護
の
仕
事
は
、
人
が
「
そ
の
人
ら
し
く
」

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
の
一
つ
で
す
。

　

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
介

護
職
、
そ
ん
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
あ
な

た
も
１
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
高
齢
者
人
口
の
現
実

　

町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
平
成
29

年
９
月
末
で
７
，
２
６
８
人
、
高
齢
化
率
は

21
・
２
％
で
す
（
下
図
）。
つ
ま
り
、
５
人
の

う
ち
１
人
が
高
齢
者
で
す
。

　

県
内
で
大
津
町
は
高
齢
化
率
が
低
い
自
治

体
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
菊
陽

町
や
合
志
市
に
比
べ
る
と
前
期
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
よ
り
も
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

の
人
数
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
す

で
に
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、増
加
す
る
要
介
護（
要
支
援
）

認
定
者
な
ど
を
支
え
る
た
め
、
介
護
の
担
い

手
は
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
や
景
気
の
回
復
に
よ
り
、
他
業
種
の
有
効

求
人
倍
率
が
バ
ブ
ル
期
を
超
え
る
高
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
熊
本
地
震
の
復

旧
・
復
興
事
業
に
従
事
す
る
人
材
の
需
要
拡

大
に
よ
る
影
響
か
ら
、
介
護
分
野
で
の
人
材

確
保
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

■
不
足
す
る
介
護
職

　

国
の
需
給
推
計
で
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37
年
に
は
、

全
国
で
約
38
万
人
の
介
護
職
員
が
不
足
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、今
後
３
年
間
で
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
量
を
試
算
し
た
結
果
、
平
成
27
〜
29
年

介護職員初任者研修

　「介護職になりたい」「興味がある」人の
ための研修の一つが、町内で開催されます。
●日程　６月７日（木）～10月25日（木）
　　　　※毎週（木）　午前９時～午後 5時
●定員　20人
●受講料　45,000円（教材費込み）
●申込期限　５月31日（木）
●必要書類　本人確認ができる免許証、健
康保険証

●問い合わせ　
　熊本セントラル病院　事務所
　　　　　　　　        ☎096（293）0555

まごころ生活支援事業
　元気な高齢者が、町シルバー人材セン
ターに登録することで、支援が必要な高齢
者のためのごみ出しなど、生活援助の担い
手になることができます。
●問い合わせ　町シルバー人材センター
　　　　　　 　　    ☎096（293）4780

Information

相
そう

馬
ま

　克
かつ

守
もり

さん

介護老人保健施設
おおつかの郷

介護部長・介護福祉士

市
いち

原
はら

　豊
ゆたか

さん

熊本セントラル病院
通所リハビリテーション事業所

介護福祉士

　浜
はま

崎
さき

　まゆさん

　利用者の皆さんに食事、歯磨き、排泄、入浴のお手伝いをす
る介護職員のリーダーとして働いています。
　ここ数年は専門学校などを卒業した若い人が就職してくるこ
とが減ってきました。「介護職は休みが少ない」、「身体の負担
が大きい」といったイメージが原因かもしれません。でも実際
は、休みもしっかり取れますし、残業が続くこともありません
ので、プライベートを充実させることができます。
　認知症と診断されている利用者さんが自分のケアで笑顔を見
せてくれたときは、とてもうれしくなります。介護職員として
23年間働く中で、利用者の皆さんと一緒に悩んだり笑ったり
しながら、人生を共有するやりがいのある仕事と感じています。

　私の仕事内容は、利用者の皆さんのそれぞれの目標にあった
リハビリのお手伝いをすることです。
　子育てが落ち着き、仕事を探していた時に、今の職場に出会
いました。資格も経験もありませんでしたが、職場の皆さんは
温かく受け入れてくれました。働きながら専門的な技術を身に
付け、介護福祉士の資格も取得できました。
　仕事は大変なこともありますが、利用者の皆さんを自分の家
族のように思って接していると苦になりません。特に私の名前
を覚えてもらえた時はとてもうれしくなります。勤務体制が決
まっているので、家庭との両立もばっちりです。人が好き、人
と話すのが大好きという皆さん、介護の仕事お勧めします。

あ
な
た

あ
な
た
のの
力力
がが
必
要
必
要
で
す
で
す

　
　
　
　
　
　
　

〜
求
め
ら
れ
る
介
護
人
材
〜

〜
求
め
ら
れ
る
介
護
人
材
〜

　
「
歩
き
ま
し
ょ
う
か
」
介
護
福
祉
士
の
市
原
さ
ん
は
、
利
用
者
さ
ん

の
手
を
ま
る
で
自
分
の
母
親
の
よ
う
に
引
い
て
歩
き
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
現
場
で
介
護
を
担
う
人
た
ち
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
現
在
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加

し
て
お
り
、
介
護
人
材
は
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
介
護
の
仕
事
を
特
集
し
ま
す
。

町の高齢者数の推移と将来推計

InterviewInterview 特
集
特
集
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